
　

１
９
９
５
年
４
月
、「
新

潟
で
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
会
を
」「
厳
し
い

冬
壁
に
挑
戦
を
」
と
佐
藤

賢
さ
ん
（
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ

登
攀
者
、
山
岳
ガ
イ
ド
）、

竹
内
和
比
古
（
２
０
０
４

年
～
２
０
２
０
年
ま
で
会
長
）、
Ｓ
さ

ん
、
Ｉ
さ
ん
で
熱
く
語
り
合
い
、
４

人
で
新
潟
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
Ｎ

Ｃ
Ｃ
）
を
結
成
し
、
１
９
９
６
年
７

月
に
労
山
に
加
盟
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
７
人
程
度
で
し
た
が
、
新

潟
大
学
の
安
藤
勧
氏
（
現
札
幌
登
攀

ク
ラ
ブ
）
を
は
じ
め
、
新
潟
大
学
山

岳
部
や
探
検
部
員
が
入
会
す
る
中
で

若
返
り
ま
し
た
。

　
１
９
９
５
年
～
２
０
０
５
年
頃
の
活
動

　

無
雪
期
の
登
攀
は
、
谷
川
岳
一
ノ

倉
沢
の
南
稜
、
中
央
稜
、
変
形
チ
ム

ニ
ー
、
ダ
イ
レ
ク
ト
カ
ン
テ
、
雲
稜

第
一
、
第
三
ス
ラ
ブ
等
や
幽
ノ
沢
の

各
ル
ー
ト
等
。
明
星
山
で
は
左
岩
稜
、

左
フ
ェ
ー
ス
、
フ
リ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ツ
、

ク
イ
ー
ン
ズ
ウ
ェ
イ
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
等
。
剱
岳
チ
ン
ネ
や
源
次
郎
尾
根

中
谷
ル
ー
ト
、
穂
高
屏
風
岩
も
登
攀

し
ま
し
た
。

　

積
雪
期
の
登
攀
や
縦
走
は
、
５
月

の
剱
岳
チ
ン
ネ
中
央
チ
ム
ニ
ー
、
赤

谷
山
～
北
方
稜
線
、
剱
岳
小
窓
尾
根
、

西
穂
高
岳
～
奥
穂
高
岳
縦
走
、
谷
川

岳
一
ノ
倉
沢
の
南
稜
、
一
ノ
沢
右
壁

左
方
ル
ン
ゼ
、
滝
沢
リ
ッ
ジ
、
幽
ノ

沢
左
方
ル
ン
ゼ
。
明
神
岳
東
稜
、
八
ヶ

岳
大
同
心
雲
稜
、
槍
ヶ
岳
登
頂
等
を

成
功
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

谷川岳西黒尾根

剱岳小窓尾根

新
潟
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
） 

新
潟
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

労山をつなぐネットワーク
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20 代から 70 代まで 26 人が活動
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会
長
）
が
入
会
し
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
は
な
ん

と
か
継
続
さ
れ
ま
し
た
。
石
附
は
夏
・

冬
の
谷
川
岳
登
攀
や
５
月
の
剱
岳
縦

走
、
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
等
に
力

を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
６
年
～
現
在
ま
で
の
活
動

　

山
宮
（
現
会
長
）
が
入
会
し
た
２

０
１
６
年
６
月
の
時
は
８
人
し
か
い

な
か
っ
た
会
員
も
Ｈ
Ｐ
を
マ
メ
に
更

新
す
る
こ
と
や
、
イ
ン
ド
ア
や
ゲ
レ

ン
デ
で
の
声
掛
け
に
よ
る
勧
誘
等
で

年
々
入
会
者
を
増
や
し
、
今
で
は
２

６
人
（
男
性
１６
人
・
女
性
１０
人
）
と

再
び
活
気
を
帯
び
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
会
の
活
動
と
し
て
は
年
１

回
の
総
会
、
月
１
回
の
例
会
、
月
１

回
程
度
の
会
山
行
の
他
に
各
自
が
個

人
山
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は

フ
リ
ー
志
向
の
会
員
が
多
い
で
す
が
、

ア
ル
パ
イ
ン
、
沢
登
り
、
ア
イ
ス
、

山
ス
キ
ー
も
行
っ
て
い
ま
す
。
直
近

の
会
山
行
で
は
２
０
２
１
年
１０
月
に

明
星
山
Ｐ
６
南
壁
へ
１１
人
で
ア
ル
パ

イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

海
外
登
山
は
、
佐
藤
賢
氏
が
１
９
９

８
年
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
頂
に
続
き
、

ロ
ー
ツ
ェ
、
Ｋ
２
に
挑
戦
。
飯
塚
公

知
氏
（
新
潟
大
学
）
が
２
０
０
３
年

に
Ｇ
２
登
頂
。
矢
部
（
旧
姓
）
千
鶴

子
氏
が
２
０
０
４
年
に
チ
ュ
ル
ー
南

東
稜
登
頂
な
ど
海
外
登
山
に
も
力
を

注
い
で
き
ま
し
た
。

　

１
９
９
８
年
に
他
の
山
岳
会
や
新

潟
市
内
の
有
志
と
共
に
新
潟
市
に
働

き
か
け
新
潟
市
東
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
室
内
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
壁
を

作
る
こ
と
に
尽
力
し
ま
し
た
。
建
設

後
は
新
潟
市
と
協
力
し
て
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
講
習
会
を
開
い
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
０
６
年
～
２
０
１
５
年
頃
の
活
動

　

ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、

常
に
一
人
一
人
に
「
体
力
、
技
術
、

精
神
力
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
様
々

な
理
由
で
有
力
会
員
が
退
会
し
て
い

き
、
会
は
厳
し
い
状
態
に
置
か
れ
ま

し
た
。「
Ｎ
Ｃ
Ｃ
も
も
は
や
ダ
メ
か
？

　

解
散
か
？
」
等
激
論
が
交
わ
さ
れ

る
中
、
２
０
０
４
年
に
石
附
（
現
副

※
山
行
の
詳
細
に
つ
い
て
は
新
潟
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
ク
ラ
ブ
のH

P

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

https://niigataclim
bingclub.w

ordpress.com
/

　
今
後
に
つ
い
て

　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
フ
リ
ー
、
ア
ル

パ
イ
ン
を
問
わ
ず
常
に
危
険
が
隣
り

合
わ
せ
に
あ
り
１
０
０
％
絶
対
安
全

と
言
え
る
も
の
が
世
の
中
に
は
無
い

と
い
う
事
は
十
分
承
知
し
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト
を
綺
麗
に

結
ぶ
こ
と
や
、
登
攀
前
に
パ
ー
ト
ナ
ー

チ
ェ
ッ
ク
を
確
実
に
行
う
な
ど
誰
で

も
１
０
０
％
確
実
に
で
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
１
０
０
％

確
実
に
で
き
る
こ
と
を
ひ
と
つ
ず
つ

積
み
重
ね
て
事
故
や
ケ
ガ
が
０
に
近

づ
く
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
会
の
講
習
会
で
も

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
よ

う
指
導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
面

白
い
、
楽
し
い
」
の
原
点
に
返
っ
て

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
竹
内
和
比
古
、
山
宮
秀
樹
／

新
潟
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）

蔵王仙人沢

小川山

秋山郷布岩
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